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農業機械商業者
農業事業者

の取組事例（実績のほんの一部）

30年使ったトラクターの絶版部品を ほぼ100％変形する部品を強化、新 海外製の絶版部品でも迅速に提供
製作、引き続き使えるように 品段階からスタンダードに （左：米国製、右：イタリア製）
（依頼元：群馬県太田市農協） （依頼元：埼玉県ふかや農協）

農業機械の有効活用に向けた取組（株式会社ロブストスの挑戦）
○ 群馬県の（株）ロブストスでは、地域特有の栽培方法に合わせた農業機械のカスタマイズや壊れやすい部分の補強、既に絶
版になった部品の提供など、農業機械メーカーが対応できなかったニーズに応えることで、農業機械の有効活用に貢献。
○ 地元農協や販売会社とも連携して、農業者の要望に迅速に応えることで、農業者が抱える様々な課題を解決。また、地域の
製造業者にとっても新たなビジネスを提供し、地域経済の活性化にも貢献。

これまで全国の取引製造業者との連携により
対応できなかったあらゆる機械加 種に対応 ニッチニーズ

加 種
特定

製造業者
連携
企画
設計

加
ﾃﾞｨﾚｸｼｮﾝ

板金,溶接,旋盤,パイプ曲げ,
オーダーメイドバネ加 ,特殊ケーブル加 ,
機械加and more...
サービス
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農業データ連携基盤の機能

データ連携機

ベンダーやメーカーの壁を超えて、様々な農業ICT、農機やセンサー等のデータ連携が可能に
データ共有機
一定のルールの下でのデータの共有が可能になり、データの比較や、生産性の向上に繋がるサービス
の提供が可能に
データ提供機

土壌、気象、市況など様々な公的データ等のオープンデータの整備により、農家に役立つ情報の
提供が可能に

農業データ連携基盤（プラットフォーム）の構築

○ 担い手誰もがデータを駆使して生産性の向上や経営の改善に挑戦できる環境を生み出す
ため、データ連携機能やオープンデータの提供機能を有する「農業データ連携基盤」を構
築。

未来投資戦略2017（平成29年6月9日 閣議決定）
【実現のために必要となる主要項目】＜農林水産業＞ 公的機関等が保有する農業、地図、気象等の情報のオープン化等により、様々なデータを共
有・活用できる「農業データ連携基盤」を本年中に立ち上げ、データに基づく付加価値や生産性の高い農業の現場への実装を推進する。

※ 「農業データ連携基盤」は、SIP次世代農林水産創造技術で開発を進めているものです。

○ 各社のシステム間の ○ データが散在、かつ農業ＩＣＴの現状と課題
相互連携がない ＩＣＴでの利活用が困難

１ 様々な農業ＩＣＴサービスが生まれているものの、
土壌情報気象予測

相互間連携がなく、データやサービスは個々で完結。
生育情報市況情報

２ 行政や研究機関等の公的データはバラバラに存在
使いたいデータがあち
こちにあって手続きがし、かつ、ＩＣＴで活用できないデータ

面倒だ！
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農業データ連携基盤の構造

民間企業 民間団体 民間企業 民間企業 農研機構 官公庁

農機メーカーＡ 農機メーカーＢ ＩＣＴベンダーＣ ＩＣＴベンダーＤ

農 業 者 等

民間企業

農業データ連携基盤 Privateデータ
（Closedデータ）

Publicデータ -気象や土地、地図情報に関する様々なデータを提供（有償提供を含む）- 農業従事者および
農業に関するデータ

気象 農地 地図 センサ 生育予測 土壌 統計
ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ Masterデータ

PublicやPrivateデータの
マスター系を定義したデータ
を提供

認証方式
Open ID Connectを利用
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農業データ連携基盤の効果①

様々なデータを統合・分析できるようになり、収量や品質の向上が可能に

システム・データが連携しておらず、データ
を活かしきれていない状況過去の収量データ

リモートセンシングデータ

土壌データ

✓システムやデータが連携することによって総
合的な解析が可能になり、収量や品質の
低いほ場の要因を特定

衛星写真等地図データ
データを統合・分析センサーデータ ✓要因にあった対策（施肥量の調整な
農業データ連携基盤 ど）を講じることで収量や品質を向上させ

ることが可能に
収量や品質の低いほ場の要因特定 ✓毎年毎年データが蓄積されていき、さらに

データ 高度な生産管理が可能に
が蓄積

要因に合う対策を講じて、収
量や品質を向上
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新型
アプリ！

農業データ連携基盤の効果②

土壌、市況や気象等の公的データや、民間企業の様々な有償データ等を整備・提供すること
で、データを活用した新たなサービスの提供や農家の戦略的な経営判断を実現

気象データ市況データ データがバラバラに存在し、ＩＣＴで活用
平均気温、日照時間、日各地の卸売市場の できないデータも多い状況射量等の農業分野に有市況情報など
用なデータ

資材データ 品種、栽培データ
農薬、肥料の適用作 試験研究機関が有する品データ連携基盤上に物や適用量等に関す 種特性、栽培方法に関す各種データを整備し提供るデータ るデータ

✓農業データ連携基盤上に様々なデータを
農業データ連携基盤 整備し、使いやすい形で提供（有償提供

を含む）
警戒情報

農家に役立つ ✓各ベンダーはデータを利用して農家が求め新たなサービスを る様々なサービスを展開開発・提供

✓農家は様々なデータに基づく、戦略的な
経営判断が可能に

データに基づく
戦略的な経営判断
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これからのフードチェーン
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